
4.1.L	ライフサイエンス・臨床医学

4.1.L1	 健康・医療

4.1.L1.01　低・中分子創薬

領域の定義

医薬品のモダリティ（医薬品業界では製造方法や作用機序等に基づく種別をモダリティと呼ぶ）は、そ
の製造技術に基づき、二つに大別される。有機化学を基盤とする化学合成で得られる合成医薬品と、
生物学を基盤とするバイオテクノロジーで得られるバイオ医薬品である。また、明確な定義のコンセン
サスはないが、主に医薬品の分子量を指標に低分子医薬品、中分子医薬品、高分子医薬品と分類され
ることもある。ここでは、バイオ医薬に分類されない低・中分子医薬品、特に低分子化合物のほか、中
分子化合物として天然物、大環状化合物、ペプチド、核酸医薬などを含める。

図4.1-L1.01-1　低・中分子創薬領域における論文数の動向①

330 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.01-2　低・中分子創薬領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 331CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.01-3　低・中分子創薬領域における特許ファミリー件数の動向

332 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.02　高分子創薬（抗体）

領域の定義

有機化学を基盤に化学合成で得られる合成医薬品に対して、遺伝子組換え技術などのバイオテクノロ
ジーを利用し、微生物や動植物細胞を用いて生物的に生産	·	調製された原薬を医薬品化したものをバ
イオ医薬品という。その多くは、高分子量の生体分子（タンパク質、核酸、多糖やそれらの複合体など）
であることから「高分子医薬品」と「バイオ医薬品」はしばしば同義で用いられる。高分子医薬品は一
般的に分子量数千以上の分子群を指し、主にタンパク質、核酸、多糖やそれらの複合体、混合物から
なる。従来の低分子医薬品では困難な標的への高い結合能や選択性を発揮するものが多く、創薬モダ
リティとして難治性疾患治療などへの応用が盛んである。研究開発領域としては分子の安定性や活性の
向上、低分子化、人工分子開発、DDS、製造法開発なども含まれる。

図4.1-L1.02-1　高分子創薬（抗体）領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 333CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.02-2　高分子創薬（抗体）領域における論文数の動向②

334 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.02-3　高分子創薬（抗体）領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 335CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.03　AI創薬

領域の定義

創薬研究の各段階（例えば、標的探索や医薬品候補分子の最適化など）の効率化を目的として、広義
のAI（機械学習のみでなく、従来人間が行っていた高度な判断をコンピュータによって代替する広範な
技術や研究分野）を適用する技術の確立、またそれら要素技術の統合を通して、創薬研究のあり方そ
のものを変革する試みまでを指す領域である。

図4.1-L1.03-1　AI	創薬領域における論文数の動向①

336 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.03-2　AI	創薬領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 337CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.03-3　AI	創薬領域における特許ファミリー件数の動向

338 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.04　幹細胞治療（再生医療）

領域の定義

疾患や外傷、加齢などによって、生体本来の修復機能では自然回復が困難なほどに組織・臓器が損傷・
変性し生体機能が失われた時に、幹細胞や組織・臓器の移植などによって当該組織・臓器の再生を目
指す医療を、本報告書では「幹細胞治療（再生医療）」とする。なお、生体外で細胞に遺伝子改変を
施し生体内に投与するex	vivo遺伝子治療（CAR–Tほか）については、研究開発領域「遺伝子治療（ex	
vivo/in	vivo）」に含める。本研究開発領域では、移植対象物である細胞や組織・臓器、足場材料な
どの研究開発、およびそれらの基盤となる基礎研究を含む。近年では移植治療ではなく、生体ナノ粒
子や化合物などを活用した再生誘導研究、創薬評価への幹細胞の活用（オルガノイド、organ–on–a–
chip、疾患iPS細胞など）、さらには未来の食として期待される培養肉の研究開発など、これまでの幹
細胞治療（再生医療）研究で得られた様々な知見や技術を新たな方向へ展開しようとする研究に大き
な注目が集まっており、本研究開発領域ではそれらも全て包含する。

図4.1-L1.04-1　幹細胞治療（再生医療）領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 339CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.04-2　幹細胞治療（再生医療）領域における論文数の動向②

340 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）

研
究
開
発
領
域
別
の
分
析

4



図4.1-L1.04-3　幹細胞治療（再生医療）領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 341CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.05　遺伝子治療（in	vivo遺伝子治療/ex	vivo遺伝子治療）

領域の定義

遺伝子導入ベクターなどを用いて治療用遺伝子を生体内に投与し疾患の治療を目指す医療技術（in	
vivo遺伝子治療）、および、遺伝子改変などにより治療機能を搭載した細胞を生体内に投与し疾患の
制御・根治を目指す医療技術（ex	vivo遺伝子治療）を本研究開発領域では指す。

図4.1-L1.05-1　遺伝子治療（in	vivo	遺伝子治療/ex	vivo	遺伝子治療）領域における論文数の動向①

342 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.05-2　遺伝子治療（in	vivo	遺伝子治療/ex	vivo	遺伝子治療）領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 343CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.05-3　	遺伝子治療（in	vivo	遺伝子治療/ex	vivo	遺伝子治療）領域における	
特許ファミリー件数の動向

344 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.06　ゲノム医療

領域の定義

「ゲノム医療」とは、個人のゲノム情報をはじめとした各種オミクス検査情報をもとにして、患者の体質
や病状に適した医療を行うことを指す。具体的には、質と信頼性が担保されたゲノム検査結果をはじめ
とした種々の医療情報を用いて診断を行い、最も有効と期待される予防、治療および発症予測を行うこ
とを言う。“がん”に特化したものを「がんゲノム医療」と呼び、主に後天的に発生した遺伝子異常（体
細胞系列変異）を調べる。難病を対象とする「難病ゲノム医療」など非がん領域におけるゲノム医療では、
主に受精卵形成時に既に生じている先天的な遺伝子異常（生殖細胞系列変異）を調べる。それらの方
法論や解釈、また医療現場における患者対応には、大きな差異が存在する。

図4.1-L1.06-1　ゲノム医療領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 345CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.06-2　ゲノム医療領域における論文数の動向②

346 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.06-3　ゲノム医療領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 347CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.07　バイオマーカー・リキッドバイオプシー

領域の定義

バイオマーカーとは、集団の中から病気の可能性のある人を発見する、疾患を特定する、病気の進行
度・ステージを把握する、治療中や治療後の経過を観察する、予後を予測する、最適な治療を決定す
る、などの目的に応じた様々な診断を下すために客観的に測定・評価される指標である。がん領域で
は、診断、治療選択のために腫瘍組織検体を用いた体細胞変異等の遺伝子検査が臨床で用いられて
いる。より侵襲性の低い検査方法として、血液、尿、胸腹水などの液性検体に含まれる腫瘍由来核酸
等を測定対象とするリキッドバイオプシーが注目されている。当初、リキッドバイオプシーは腫瘍のが
ん細胞（Circulating	Tumor	Cells	:	CTC）や腫瘍細胞のDNAの断片（circulating	tumor	DNA	:	
ctDNA）を探すことを意味していたが、近年は拡大解釈され、RNA、タンパク質、代謝物、エクソソー
ムなどの様々な物質がリキッドバイオプシーにおけるバイオマーカーになる可能性が検討されている。ま
た、がん以外の領域、特に神経変性疾患や精神疾患など、脳に病変があると思われる疾患で、診断検
査にも利用することが試みられている。これらの研究開発を進展させることにより、疾患メカニズムの
解析および、診断計測機器・治療技術を高度化し、精密医療（個別化医療）の進展に資する。

図4.1-L1.07-1　バイオマーカー・リキッドバイオプシー領域における論文数の動向①

348 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.07-2　バイオマーカー・リキッドバイオプシー領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 349CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.07-3　バイオマーカー・リキッドバイオプシー領域における特許ファミリー件数の動向

350 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.08　AI診断・予防

領域の定義

現在様々な分野において機械学習や深層学習などの人工知能（artificial	intelligence:	AI）技術が導
入されているが、医療・ヘルスケア分野においても、医用画像解析へのAI適用をはじめとして、主に
診断機器において社会実装が進む。近年では、ウェアラブルデバイスなどの計測機器の進展により、日
常的に低・非侵襲でバイタルデータの計測が可能となったため、ある時点のデータに基づく疾患の検
知・診断にとどまらず、疾患の予防や治療の選択、予後の予測などにおいてもAIの適用が進みつつある。

図4.1-L1.08-1　AI	診断・予防領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 351CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.08-2　AI	診断・予防領域における論文数の動向②

352 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.08-3　AI	診断・予防領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 353CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.09　感染症

領域の定義

人類の健康を脅かす様々な感染症（ウイルス、細菌、真菌、薬剤耐性、人獣共通感染ほか）を克服す
るために必要な、感染・発症・拡大のメカニズム研究、新規診断・治療技術（抗ウイルス薬、抗菌薬、
ファージ治療など）、次世代ワクチン・アジュバントの開発、生産・製造技術確立など、基礎研究から
臨床応用研究を包含する領域である。

図4.1-L1.09-1　感染症領域における論文数の動向①

354 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.09-2　感染症領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 355CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.09-3　感染症領域における特許ファミリー件数の動向

356 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.10　がん

領域の定義

がんは、がん細胞が無限に増殖し、浸潤・転移し最終的に個体を死に至らしめる疾患である。日本、
欧米、中国ほか多くの国々で、最も活発に研究開発が推進されている疾患でもあり、がんの生物学的
な特性や臨床上の理解、そして診断・治療法の臨床試験に至るまで、関連する研究は幅広い。がんの
診断・治療の観点からは、新規モダリティや新しい診断法は、まずはがんを対象に開発がなされること
が多い。がんの基礎生物学～臨床医学の観点から、これまであまり注目されたことがないものの、今後
新たな治療コンセプトともなりうるため注目されるトピックとして、「細胞競合」「がん悪液質」の2点も
本研究開発領域に含まれる。「細胞競合」は、正常細胞が変異細胞の存在を認識し、積極的に組織か
ら排除する現象であり、がんの超初期段階における新たな診断・治療コンセプトともなりうる研究テー
マである。「がん悪液質」は、がん患者の恒常性破綻から死に至る病態生理であり、従来は複雑さ故に
敬遠されてきたが近年急速に研究が進みつつあり、新たな治療コンセプトともなりうる研究テーマである。

図4.1-L1.10-1　がん領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 357CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.10-2　がん領域における論文数の動向②

358 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.10-3　がん領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 359CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）

研
究
開
発
領
域
別
の
分
析

4



4.1.L1.11　脳・神経

領域の定義

脳科学は基礎生命科学の一分野であるとともに、精神・神経疾患を対象とする医学、そして人工知能
を扱う数理科学等、多彩な学問をカバーする巨大な学際領域である。研究対象のスケールも分子レベ
ルから個体や社会レベルに至る多階層性をもつ。本稿では基礎生命科学としての脳科学・神経科学と
脳の疾患を対象にする医学領域、および脳の情報を読み出し機能を補綴しようとするBrain	Machine	
Interface（BMI）を扱う。脳科学の及ぼす影響の拡がりは従来の医療倫理・生命倫理を超えるもの
であり「脳神経倫理学」が重要になっている。これら異なる方向性をもつ学問領域は技術・知識基盤
を共有しつつ発展している。

図4.1-L1.11-1　脳・神経領域における論文数の動向①

360 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.11-2　脳・神経領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 361CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.11-3　脳・神経領域における特許ファミリー件数の動向

362 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.12　免疫・炎症

領域の定義

免疫は「ヒトが疫病（感染症）から免れる仕組み」としての理解に端を発し、長年に亘ってその詳細
なメカニズムの研究、および医療応用が進められてきた領域である。現在では感染症や自己免疫疾患、
炎症性疾患、アレルギー性疾患に加え、がん、神経疾患、代謝性疾患など、多様な疾患群の根底に免
疫が深く関わっていることが見いだされており、生体の恒常性維持に不可欠の基盤的な生命システムで
あると言える。それら疾病のメカニズムの理解にとどまらず、免疫機構に着目した医療技術として、抗
体/サイトカイン医薬、人工免疫細胞医薬（CAR–T、TCR–Tほか）など、産業インパクトの大きなも
のが次 と々登場している。

図4.1-L1.12-1　免疫・炎症領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 363CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.12-2　免疫・炎症領域における論文数の動向②

364 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.12-3　免疫・炎症領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 365CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.13　生体時計・睡眠

領域の定義

生体時計は、「時間生物学」とも呼ばれ、秩序だった生命活動に不可欠な「時間・タイミング」の制御
機構の理解を目指す領域である。最も基本的な時間制御は1日周期の概日リズム（サーカディアン・リ
ズム）であり、体内時計（概日時計）によって制御される。全身の細胞に備わる普遍的細胞機能の一
つである体内時計は、分子から行動まで多階層にわたる生命活動の時間的統合を司り、地球の自転に
伴う環境サイクルに生体を適応させるとともに、睡眠、自律神経、内分泌、代謝、免疫など多岐にわた
る生理機能の動的恒常性を担う。安定した24時間周期を生み出す物質的基盤（24時間の原理）の理
解、および、シフトワーカーの疫学研究で示唆されている恒常性破綻の病態生理（生活習慣病、老化、
ストレス、慢性炎症などとの関連）に加え、異なる周期や時間軸を包含した広い意味での「生命と時
間の統合的理解」へと展開する新たな研究開発領域として概念的広がりを見せている。生体を構成す
る数多くの機能を「時間」で統合し、個体としての恒常性を保つ生体時計は、生命科学の中でも特徴
ある学際的領域といえる。

図4.1-L1.13-1　生体時計・睡眠領域における論文数の動向①

366 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.13-2　生体時計・睡眠領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 367CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.13-3　生体時計・睡眠領域における特許ファミリー件数の動向

368 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.14　老化

領域の定義

動物は成熟期以降、時間の経過とともに様々な生理機能が低下し、外界への適応力も低下していく。こ
れらの細胞、臓器、個体レベルでの機能低下、およびその過程が「老化」である。厳密には、機能低
下を伴わない経時変化は「加齢現象」として区別する場合もあるが、ここでは特に断らない限り「老化」
を包括的な用語として用いる。本研究開発領域は老化・寿命の基本メカニズムおよび老化関連疾患の
解明と制御を目指して、細胞レベルから個体レベルまでの研究開発を推進するものである。

図4.1-L1.14-1　老化領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 369CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.14-2　老化領域における論文数の動向②

370 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.14-3　老化領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 371CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L1.15　臓器連関

領域の定義

ヒトをはじめとする多臓器を有する動物では、各臓器が協調し機能することで、個体としての恒常性が
維持される。各臓器間の協調においては、ホルモンなどの液性シグナル、および神経回路を介した神経
シグナルが重要な役割を果たすことが明らかになってきているが、それらメカニズムの全貌解明には至っ
ていない。協調メカニズムを解明することで、個体の恒常性維持機構という生物の根本原理に迫り、さ
らに、その破綻による疾患の病態を解明することで、疾患の予防・治療技術の開発を目指す研究開発
領域である。

図4.1-L1.15-1　臓器連関領域における論文数の動向①

372 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.15-2　臓器連関領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 373CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L1.15-3　臓器連関領域における特許ファミリー件数の動向

374 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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